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このたよりは、玉里地区の小中一貫校の開校に向けた準備の情報をお届けするものです。今号

では、第10回建設準備委員会の様子をお送りします。 
  

  

 

 ２月２日(木)に第10回建設準備委員会を開催しました。今回の委

員会では、以下のことについてグループ協議を行いました。  
 

  
 
 
 
 

 

 第９回建設準備委員会での意見を反映した下記の案により，
小学校区毎の３グループに分かれて協議を行ないました。協議
結果は以下のとおりです。 

 ○前回資料からの変更・追加  

  配置構成計画（案）【抜粋】   
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 校舎位置 

利用施設 

既存 新設 

玉里中 

体育館 

玉里小 

体育館 
多目的ﾎｰﾙ 

(小体育館兼用)  

増
築 

Ａ－① 既存中学校校舎南側 ○ － ○ 

Ａ－②    〃    西側 ○ － ○ 

新
築 

Ｂ－① 既存中学校敷地中央 ○ － ○ 

Ｂ－②    〃    南側 ○ － ○ 

Ｂ－③    〃    西側 ○ － ○ 

Ｃ 既存小学校敷地南側 ○ ○ － 

玉里地区小中一貫教育学校 

建設準備委員会だより 
【第 10 号】 

第 10回建設準備委員会を開催 

【 議 事 内 容 】 

 施設整備方針・配置構成計画について 

施設整備方針・配置構成計画について 

・グラウンドや体育館での集会や体育の授業などの移動時間に配慮し，同一敷地内で移動ができるよう校舎を配置します。  
・玉里中学校の体育館は，比較的新しいため，体育の授業，式典などに利用します。低学年児童の体育の授業は，新たに小
規模体育館を建築し，無理のない時間割ができるようにします。また，玉里小学校の体育館は，部活動など課外活動の利

用とします。  

・学習環境に影響が出ないよう，仮設校舎を極力使用しない計画とします。  
・教育活動，運動，安全等に留意した必要十分な大きさの校舎等を配置します。  

・来客用の必要台数を備えた駐車スペースを配置します。  

・児童生徒が十分に運動できるグラウンド（200ｍトラック程度）を配置します。  
・安全性に配慮した登下校動線を計画します。  
・児童生徒の利用に的確な距離となる校内動線を計画します。 
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施設整備方針（案） 
 
 ・情報や国際社会などに関した具体的な目標が入っても良いのではないか。  
 ・地域との交流をするような設備の充実も必要ではないか。  
 ・霞ヶ浦が近くにあるので，そういった特色を生かした教育環境があっても良いのではないか。  
 ・安全教育の充実も入れてほしい。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○整備スケジュール（案）【抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

発行：玉里地区小中一貫教育学校建設準備委員会 

 （事務局）小美玉市教育委員会  
  施設整備課 学校づくり推進係 

 〒311-3423 小美玉市小川4-11 
    電話 0299-48-1111（内線2212・2216・2217） 
   Eメール shisetsu@city.omitama.lg.jp 

※議事録は、市のホームページ（以下のＵＲＬ）で公開しています。 

 http://city.omitama.lg.jp/8106.html 

次回の建設準備委員会は、２月２７日の開催を予定して

います。委員会は自由に傍聴できますので、詳細は事務局

までお問い合わせください。 

○主な意見 

 Ａ案について 
 
 ・Ｂ案よりも予算を少なくできる。 
 
 ・改修，新築した校舎よりも全てが新築の校舎の方

がより良い活動ができるのではないか。 
 
 ・耐震性や補強，将来的に既存校舎へ改修工事が入

ることなどを考えると，新しい校舎を使用したい。 

 Ｂ案について 
  
 ①案 

・グラウンドが150ｍトラックとなるため，狭い。 
 
・200ｍトラックを取れる形に修正を行なえないか。 

  
 ②案 

・一番グラウンドを広く取れるように見える。 
 
・グラウンドの使い勝手が良い。ただ道路への日陰が気

になる。 
 
・近隣の３階建て校舎を見ると，校舎北側への日照影響

はそれほどないのではないか。 
 
・校舎において北側に配置している箇所が少ないため，

採光が良いのではないか。 
 
・校舎への日照を考えれば良いと思うが，黒板の位置等

を考えると，教室内の採光によって授業に不便が生じ

るのではないか。 
 
・現在の玉里小学校の校舎の向きに近い。玉里小学校の

状況を聞くと良いのではないか。 
 
・現在の玉里小学校は，子供達がいる時間はずっと日が

照っており，明るい状況となっている。 
 
 ③案 

・グラウンドが北向きとなり，冬は寒く，採光も取れな

いのではないか。 

Ｃ案について 
 
 ・移動に時間がかかることなどがあり，使いづらい。 
 
 ・建設中に玉里小学校の児童に影響が出てしまう。 
 
 ・費用の面もあるので，様々なことを考えると難し

いのではないか。 

 

その他 
 
 ・駐車場は極力大きく取りたい。 
 
 ・全校が集まる分の駐車場を取っておく必要はな

い。保護者会等の際には，グラウンドへ駐車して

いる。 
 
 ・グラウンドは，正方形に近い方が使いやすい。 
 
 ・費用について，よく配慮する必要がある。 
 
 ・既存校舎を取壊し，跡地に新校舎を建てる案もあ

るが，仮設校舎を使用しなければならなくなる。 

準備委員会の方向性 

 Ｂ－②案をベースに進め，校舎の形状や具体的な位置については，日照等の検討と

併せ，来年度実施する基本設計において協議する。 

 

 

配置構成計画（案） 

Ｈ34

整備年度
項目

 中学校既存校舎解体工事

 外構工事

 渡り廊下設置工事

 小学校既存校舎解体工事

Ｈ32 Ｈ33（開校）

Ｂ

案

Ｈ31

 新校舎建築工事

 多目的ﾎｰﾙ（小体育館兼用）新築工事

 新校舎引越・使用開始


